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情報セキュリティメーカーのデジタルアーツ株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：道具 登志夫、以下 

デジタルアーツ、証券コード2326）は、警察庁と連携し、偽サイト被害拡大防止対策に協力することを発表いたします。 

 

この度の警察庁との連携は、警察庁が大阪府警察本部による2013年3月からの「偽サイト」の被害対策における取

り組みを踏まえ、同年12月24日より、各都道府県警察が相談・被害届を受理した海外の偽サイト等に係るＵＲＬやサイ

ト名、消費者庁に寄せられた海外の偽ブランド品販売サイト等に係る情報、ブランドメーカーから事業者団体を通じて

寄せられた海外の偽ブランド品販売サイトに係る情報を集約し、セキュリティ企業への情報提供を全国的規模で実施

することとなったものです。本対策により、「偽サイト」に関する情報提供元が全国的に網羅される事となり、利用者の

偽サイトへの不用意なアクセスを未然に防ぎ、それに伴う金銭被害等のリスクの軽減に繋がります。 

 

 デジタルアーツは、大阪府警察本部との取り組みにおいても、同年9月17日に偽サイト被害拡大防止対策に協力す

る協定を締結しており、警察庁との連携はそれに引き続き実施されるものです。大阪府警察本部ならびに警察庁から

提供を受けた偽サイト情報は、デジタルアーツのWebフィルタリングソフトである企業・官公庁向け「i-FILTER」

「i-FILTER ブラウザー＆クラウド」、および家庭向け「i-フィルター」のデータベースの“違法ソフト・反社会行為”のカテ

ゴリに随時反映されておりますので、「偽サイト」を閲覧しようとしても事前に設定画面から“違法ソフト・反社会行為”の

カテゴリをブロック対象にしていただくとアクセス不可となるため、被害拡大防止対策として有効と言えます。 

 

 今後もデジタルアーツはインターネット上で起こる様々なトラブルから利用者を守る為、警察庁をはじめとした各種機

関との協力を積極的に行ってまいります。 

 以 上 

 

 

■ デジタルアーツについて  http://www.daj.jp  

デジタルアーツは、フィルタリング技術を核に、情報セキュリティ事業を展開する企業です。製品の企画・開発・販売・サポ
ートまでを一貫して行い、国産初のWebフィルタリングソフトを市場に出したメーカーならではの付加価値を提供しています。  
また、フィルタリング製品の根幹を支える国内最大級のWebフィルタリングデータベースと、世界27の国と地域で特許を取得
した技術力が高く評価されています。国内でトップシェアを誇るWebフィルタリングソフトとして、家庭向け「i-フィルター」・企業
向け「i-FILTER」「i-FILTER ブラウザー＆クラウド」を提供する他、企業向けとして電子メールフィルタリングソフト
「m-FILTER」、電子メール誤送信防止ソリューション「m-FILTER MailAdviser」、セキュア・プロキシ・アプライアンス製品
「D-SPA」、ファイル暗号化・追跡ソリューション「FinalCode」を提供しています。 
※デジタルアーツ/DIGITAL ARTS、ZBRAIN、アイフィルター/i-フィルター/i-FILTER、m-FILTER、D-SPA、FinalCode は、デジタルアーツ株式会社の登録商

標です。 

※その他、上に記載された会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。 

 

警察庁と連携し、全国からの被害報告を基に 

海外の偽サイト被害拡大防止対策に協力 


